
平成２５年１１月１５日 さらに、中学生「税についての作文」において、３年生の二人が入賞いたしました。

校 長 室 の 窓 か ら 尼崎市立武庫東中学校 ３組の廣田寧音さんが尼崎市長賞、２組の安原大貴君が兵庫県納税貯蓄組合総連合会会

№１３ 校長 小 谷 豪 郎 長賞、ということで尼崎の№１と兵庫県の№１に輝きました。

１・２年生の皆さんも先輩たちの頑張りを来年もつないでいけるよう、文武両道の良

き伝統をぜひ続けていって下さい。

暦の上では、「立冬」が過ぎ冬の気配が山にも里にも感じられてくる頃。

木々の葉が落ち、冷たい風が吹き、冬枯れの様子が目立つそんな本格的な

冬を迎える前に、黄色や赤に染まった山の景色、紅葉を眺めるような心の

ゆとりを持ちましょう。 本年度の視聴覚行事は、古典芸能に触れると言うことで、

来週から教育相談週間が始まります、１・２年生は、学習面・部活動・ 何にしようかと担当の先生が色々悩んでいたときに、育友会

友人関係・家庭のことなど、何でも良いので日頃口に出して言えなかった が『桂 吉弥』さんの講演会を計画している、ということを

こと、一人で悩んでいたことなどこの機会に相談してみましょう。 聞きつけ育友会との共同開催として『落語鑑賞』に取り組み

前回の「校長室の窓から」に書いた、〈今月のことば〉を思い出してください。 ました。

『言えると、癒える』口に出して言うことは大切なことです。 当日は「桂 吉弥・桂 佐ん吉・桂 吉の丞」の３名の落

３年生は、１２月の進路懇談の予備懇談になると思います。自分の行きたい学校、自 語家をお迎えし、各学年ごとに３回講演を実施していただき

分が成長できる学校、自分が活かされる学校、保護者の方々と将来のことも含めしっか ましたが、その中で先生も前に出て桂吉弥さんから指導を受

りと話し合いをして下さい。そして、明るい春をめざして充実した冬を迎える準備をし け、落語の所作について手ほどきを受けていました。３年生

て下さい。 卒業式まで残り７０日 の吉永先生は、うどんを食べる様子を上手にこなし、吉弥さ

んからも優しいクリーミーな動きとお褒めの言葉をいただき

ました。

１０月の文化発表会の際に合唱の部でグランプリを取った、 一方生徒の代表は、噺家さんの羽織を着せていただき、『鳥

３年４組が、学校代表として出場した第６４回尼崎市中学校・高 がなんか落としていったよ、ふ～ん』といったぐあいで落語

等学校合同音楽会において、見事『優秀賞』に輝きました。 の基本というか初歩というのか小咄に挑戦していました。

会場の様子は、一般的には歌が終わり、指揮者が客席へ振り

向いた時点で拍手がわき上がる、といった状況でしたが、本校 盛りだくさんのオープンスクール週間でしたが、いかがでしたか、子どもたちの普段

の３年４組のできばえは、とても素晴らしく、会場中が吸い込 の様子に少しでも触れることができたでしょうか。この間の４日間毎日少しずつ様子を

まれるように聴き入り歌が終わった瞬間に、反射的に会場全体から大きな拍手が湧いて 見に来られた方もいました。日頃なかなか学校へ来にくいお父さん方の姿も見かけるこ

きました。会場で聴いていた私も鳥肌が立ちました。 とができました。子どもはすでに卒業していないけれど、後輩の頑張っている姿を見に

年々市内全体の合唱のレベルが高くなり、本校だけでなくどこの学校もできが良く、 来られた地域の方もいらっしゃいました。たくさんの方々の支えがあることを改めて感

伴奏者・指揮者・合唱者のバランスも良く審査員の先生方も最終結果の前に入念に時間 じ取れる１週間でした。

をかけて選考していました。その中でもやはり僅差で最優秀賞と優秀賞の選別にとても 最終日の人権映画はどうでしたか、沖縄の問題は遠くて実感が湧かないけれど、この

時間が掛かったそうです。 ような機会に自分なりに少し勉強してみるのも良いのではないでしょうか。家族で話す

この夏の総体で、近畿大会で準優勝し全国大会へ出場した。男子ソフトテニス部が、新 こと、教科書を見直したり、公民館や図書館で調べてみるのはどうでしょう。

人戦の県大会で優勝しました。新人の県大会優勝は２連覇とい 『命』を大切にする『平和』を守ることについて少し考えてみてください。

うことで来年度の総体でまたまた、近畿・全国へと駒を進めて

いってもらいたいと思います。毎日の早朝練習から放課後の練 〈今月のことば〉 『努力が人生を変える』
習を見ていると本当にテニスが好きで自分たちから進んで練習

に取り組んでいる様子がよくわかります。男子ソフトテニス部 報われない、と悩むこともあるでしょう、しかし、一生懸命な頑張りは、

をお手本に、他の部活動の皆さんも頑張って下さい。 いつかは実を結ぶといいます。正しい頑張りは、結果に結びつくのです。

成功者をよく観察し、優れているところを見つけ出し、たりないものを

文化面でも頑張っています。尼崎市中学校読書感想文コンクールにおいて、１年生の 自分で磨き身につける、そういう努力を積み重ねることです。
兼安百音さんと３年生の谷内瑠輝亜さんが、準特選に入賞しました。


